
まちづくり倶楽部会議
　　　　　　　　平成22年 5月17日（月） 18:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：陽だまり　　　　　　　　　　

　
◎「交流」（佐藤、斉藤、黒木、山崎、大場、西村、事務局（倉坂））
＜自己紹介＞

・個々のサークル活動は知っていても、他団体の活動情報等はあまり知らない。
・ボランティア学習に取り組んでいることもあり、この「交流」グループを選んだ。

・違う学校の生徒とのつながりが最近は弱くなっている気がするが、それを繋げるために何かできないかと考えている。

・ソーシャルワーカーをやっているが、福祉の観点からまちづくりに参加したいという思いをずっと持っていた。

・自然な交流を通して障がいを持っている方への理解を深められたら。

・まちの駅が「情報交換の場」にまだなっていないと感じている。

・ボランティアを行っている人の情報を集めて、横のつながりを作っていきたい。

・ボランティア活動については以前から行っていた。芸能ボランティア、町内会役員、文化協会役員等も務めているので、色々な情報提供はできると思う。

・今まで様々な活動、イベントの事務局をやってきたので、その経験を生かしたい。

＜課題整理・方針検討＞
・町民同士の「接点」がやはり少ないと思う。

・「町ぐるみで」という活動の場が少ない。
・社協の中に「ボランティアセンター」があってそこに登録されている一覧資料があるが、ここに掲載されている団体と連携を取っていけばいいのでは。

・掲載されている団体はそれぞれが個別に活動しているだけ。横のつながりはほとんどない。（単なる文化団体も登録されている。）

・手話サークルは全道レベル、全国レベルのつながりは強いが、町内の他のサークルとのつながりはあまりない。

・潜在的なボランティア意識が強い団体を集めるきっかけ作りをできればいい。

・以前開催した「町民運動会」や「自転車レース」などのイベントは色々な人と関わることができ、「つながり」ができた。

・「情報受発信」と「活動（イベント企画等）」に分けて取組を進めた方が良いと思う。

・何か行動を起こすために、まずは情報発信が必要ではないか。

・役場が窓口となるのではなく、このグループメインでミニコミ誌などでサークル情報発信を行っていければ。

・ミニコミの記事を作るのを他のボランティアサークル（生徒、児童含め）にお願いしてみるのも一つの方法（横のつながりができる？）

＜取組内容検討＞
・まず短期的に活動団体の情報発信を行っていきたい。

・やるなら定期的・継続的にやらないと効果があがらない。

・毎月投げ込むとしたらかなり大変。年２，３回の投げ込みで後はＨＰ掲載で対応等にした方がいいのでは。
・ＨＰ上で意見を言えるような仕組みも必要。役場ＨＰよりブログ等を利用した方が直接意見を言える。
・ＨＰ以外での意見の集め方は？（ＦＡＸ？）
・ネットワークようていを見ている人はとても多い。活用してみては？
・全世帯へ配れるという点では町広報への投げ込みが有効。

・「見てもらう」ための工夫が必要。カラーにするとか。

・予算上の制約が当然あるが・・

・陽だまりのことをミニコミで発信してはどうか。
・空き家情報をミニコミで載せてみたい。

・この「まちづくり倶楽部」の活動をまず掲載してみては。

・町広報紙７月号へのミニコミ投げ込みを初めの目標とすることに決定。
（内容については「まちづくり倶楽部活動報告」）

＜今後のスケジュール＞

・基本は月１回の開催。

・７月広報投げ込みまで（６／２０目途）は週１回開催

　５／２７（木）、６／３（木）、６／１０（木）、６／１７（木）

　いずれも１８：３０～　まちの駅ぷらっと

・長期的な目標として「ボランティアサミット」の様なものを最終的に開催できれば。

・団体同士の仲介をする「ボランティアセンター」機能を作ることができれば。

※新規メンバー大歓迎！！

